






































































年 5月に発行され、筆者はこの版の 1979年 1月 5刷本を所蔵している。 
















































































































































































は検定で「動向」に修正を余儀なくされた。以下、（  ）内は、『新日本史』） 
経済界の不況と中国問題 中国のめざめと日本帝国主義 世界的大恐慌と日本 
協調外交の復活 満州事変 独裁主義陣営への参加 日中戦争 軍需工業の発展 
戦時体制の確立 思想界・文化界の動向  
（世界的大恐慌と日本 中国のめざめと日本 満州事変 独裁主義陣営への参加 
日華戦争 軍需工業の拡大 戦時体制の確立 思想界・文化界の動向） 
２．太平洋戦争とその惨禍 
第二次世界大戦と日本 日米交渉 太平洋のたたかい 戦時体制の強化 国民生
活の崩壊 敗戦 










































































































































































































































































































































































































頁・行 誤 正 
29頁・下から 2行目 が使われていたが、『新講日
本史』は「建武の新政」で
あると、後鳥羽を辛辣に批
判している。 
と、後鳥羽を辛辣に批判して
いる。 
 
30頁・2行目 「建武の中興」。 「建武の中興」が使われてい
たが、『新講日本史』は「建
武の新政」である。 
 
